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【２学期を迎えるにあたって（２学期始業式より）】   校長 佐伯 英徳 

 

１６日間という短い夏休みがあっという間に終わってしまいましたが、大きな事故等もなく、こう

して始業式を迎えることができたことを互いに喜び合いたいと思います。しかしながら、今年の夏は

旅行することもままならず、外出の際はどんなに暑くてもマスクを着用する等、憎きコロナ対策を講

じながら有意義な日々を送ることはとても厳しかったと思います。そんな中、男女バレー、男女バス

ケット、女子硬式テニス、サッカー、野球、女子バドミントンにおいて、３年生のしめくくりの大会

と位置付けられた狛江市教育委員会主催の「狛江杯」や「交流戦」等が開催されました。十分な練習

ができず本来の力を出すことは難しかったと思いますが、仲間とともに必死でプレイする３年生たち

は輝いて見えました。 

ちょうど一年前の学校だよりに、北海道にある「旭山動物園」の

園長さんの「動物も人間と同様に笑います。」という話を掲載しま

した。「オリ越しでチンパンジーの体をくすぐると『ハッハッハツ！』

と声をあげて笑います。そして『もっとやって～』 

とせがみます。飼育員は動物と良い関係を築き、動物たちが楽しめ

る快適な環境を整える。そうすれば動物たちが活き活きと躍動し、

輝く動物は魅力的に見え、来園者を笑顔にします。『楽しみ』から

得られるもの、それは『命の輝き』です。」という内容で、「私たち

人間社会は、いろんなことが複雑に絡み合い、決して楽しいことば

かりではないかもしれません。そんな時こそ『笑顔』です。辛いことがあっても笑っていればなんと

かなる！そう思いません？せっかく生まれた命です。楽しく笑顔で生きましょう。笑顔はきっと幸せ

を運んできます。みんなを笑顔にしちゃうそんな魔法があります。『楽しく生きる』もそうですが『生

きるのが楽しい!』そう思えたら最高ですね。」と続きます。（旭山動物園 園長 板東 元） 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のために、皆さんにとっての大切な時間が奪われ、様々な活動

が中止となり狛江二中の伝統的な取組である合唱も実施することができません。これまでの取組を見

直しながら、これらの中止となった取組の代替となる活動を、コロナのリスクを低減しながらどこま

でできるか？まさに学校全体の真価が問われているように思います。なお、ダブルダッチ、吹奏楽、

合唱・筝曲、美術、科学、各部の発表の場

をどうするか現在検討中です。 

３年生にとっては、中学校生活も残すと

ころ、あと７ヶ月、卒業式まで、あと１３

８日です。進路決定に向けて、悔いの残ら

ないよう、一日一日を大切に過ごして欲し

いと思います。そして、２学期からは１・

２年生のみなさんが中心となり、元気な挨

拶と笑顔が溢れる狛江二中を創っていく

ことを期待しています。 

                   今回初めて各教室に映像を映し出し、始業式を行いました。 



集団下校訓練を実施しました。  

 ２学期始業式の日に「集団下校訓練」を行いました。新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、

集団で行動することに制限がある状況ですが、地震や緊急事態はいつ来るかわからず、常にその備え

をしておかなければなりません。したがって、今回は様々な制限の中での実施となりました。具体的

には、3密を避けるため、地区班毎に広い部屋に集合場所を分け、下校についても通常より時間差を

とって行う形にしました。生徒たちは予定されていた訓練の内容に沿って、適切に動くことができて

いました。 

防災訓練は1923年（大正12）9月1日に関東大震災

が発生し、これを教訓として、毎年この時期に各所で実施さ

れています。また、今後30年以内に70％の確率で首都直

下型の地震が発生すると言われています。各ご家庭でも防災

についての備えと命の大切さについて考える機会をもって

いただければと思っています。 

身体計測・各種健康診断が始まりました。  

 新学期に入り、身体計測や健康診断を実施しています。これらは年度はじめに予定されていたもの

ですが、臨時休校や分散登校などにより、これまで延期されていました。健康診断などの定期的に行

う保健行事は自分の身体の成長や変化を知るだけではなく、成長期の中学生が心身の自己管理能力の

基礎を作ることにも繋がります。また、保健だよりなども活用しながら、自身の生活習慣を見直し、

健康に過ごすための意識を高めていってほしいと考えています。 




